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確病枝集の園内処理がクワ胴枯病の被害発生程度に及ぼす影響について（第2報）
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1　は　し　が　き

前報では被害枝を含む努定枝が園内に放置された場合，

柄胞子の飛散密度が高くなり，被害発生が増大することを

明らかにすると共に園内に放置された被害枝が伝染源とし

て影響を及はす距離は狭い範囲にとどまることを被害の発

生状況から傍証したカ。

本朝においては，被雪枝を有機物として桑園に還元利用

する観点から，伝染源になりにくい園内処理方法を解明す

るため処理条件と被害枝の腐朽．柄胞子の飛散．形成状況

及び翌春の発病との関係を検討した。

2　試　験　方　法

剣持，根刈仕立，栽植距離2．0×0．6m，輪収（一春一夏，

偏畦交互）を行っている桑園を供試し，1981年4月23日に

表1に示す試験区を設定した。なお，被害枝の品種は改良

鼠返とし，各区3，000ん針／108の被害枝を処理した。柄胞子

の飛散量の測定は，地表面に直径6mのロートを設置し．

ロート下端に克明した一定量の脱脂綿を柄胞子のトラップ

とし，降雨の度にトラップを採取し0．5ォ′の水を加えて超音

波洗浄処理により柄胞子をふるい出して血球計算盤で定量

した。被害枝の腐朽状況については裔朽の進度によって0

：処理開始時と同じ．1：皮部は腐朽せず褐変拡大，3：

皮部の約半分が腐朽し剥離状態，5：皮部の全体が腐朽し

て木部が露出，7：木部の腐朽まで進行したものの5段階

に数値化して比較した。発病程度については翌春の5月11

轟1　試験区の構成

区　 名 処　 理　 条　 件

放　 置　 区 努定被害枝 （80～ 100 （Ⅶ）を株元に施置 。

切　 断　 区
努定被害枝を切断 （10 ～ 15（職）し畦間の
表面に散布 。

切断 ＋耕‡云区 切断区に ロータリー桝転処理を追加。

切断＋石灰 N 切断＋耕転区に餅産 前の被害技量の 3 ％
＋耕転区 石灰 N 散布を追加 。

清　 耕　 区
努定被害枝を園外に除去 し清耕管理を行
う。

日に枝条の部位別の病斑数を計測し．撰集表面積100C戎当

たりの病寛政で表示した。

3　結果及び考察

被害枝の礪朽は土中に埋没した場合に最も早く，次いで

地表面に位置するもの，土壌との接触がほとんどないものの

咽に緩慢となる傾向を示した。被害枝を切断∴耕転処理を

行った場合．ほとんどの被害枝が土中に埋没し，これらは

処理後4か月において腐朽度5程度まで進行し，秋末まで

に腐朽度7まで進行した。切断処理のみの場合は土壌と接

触する部位でも腐朽度3以下の腐朽にとどまり．放置の場

合は更に緩慢となった。

枝条面での外観上の柄子薇は各処理区とも長期間に亘り

確認されたが，圃場における胞子角の形成は9月下旬まで

みられ，その形成量は漸減の傾向を示した。また胞子角の

形成量は地表面に位置する被害枝に比しその上部と土中に

埋没した被害枝では減少した。一方，湿室中での胞子角の

形成能について経時に調査した結果，9月中旬まで形成能

が維持されたが．部位別では土中に埋没した被害枝は地表

部の被害技に比較し早期に形成を停止することが観察され

た。以上のことから，被害枝は腐朽の進行につれて胞子角

の形成の潜在能が減退するものと推察される。

柄胞子の飛散量・消長を表2に示した。柄胞子の飛散量

は各処理区とも6月をピークとし，その後減少した。調査

期間の総飛散量及び皮目への主要な定着時期と推定されて

いる6～8月での1・2）飛散量は放置区＞切断区＞切断＋

耕転区＞切断十石灰N＋併給区の順に減少した。被害枝の

嘱朽状況及び胞子角の形成能の推移と一致する区間差を示

した。

翌春における病斑の発現状況を表3に示した。春切枝条

での病堆数は放置区が最も多く100詞当たり24個で，切断

及び切断＋耕転処理した場合は放置区の約％に減少し，更

に石灰N施用を併用することにより伝染源としての影響が

認められないまで減少した。夏切枝条では病斑の発現数が

全般に少なく，春切ほど顕著な差は認められなかったが．

春切の場合と同様の発現様相を示した。
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表2　柄胞子の飛散消長

区　　　　 名
柄　 胞　 子　 の　 月　 別　 捕　 捉　 数

1981 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 総 数

4．0 × 10 6
放　　　 置　　　 区 2．3 ×10 5 2．6 × 10 6 1．1 × 10 6 4．5 × 104 9．0 × 10 3 9．0 × 103

切　　　 断　　　 区 1．2 × 105 4．9 × 10 5 2．2 × 10 1 4．0 × 103 0 0 6．4 × 10 5

切　 断　 十　 耕　 転　 区 5．4 × 10 4 1．8 × 10 5 1．3 × 10 1 0 0 0 2．5 × 10 5

切断 十石 灰 N ＋耕 転 区 2．2 × 10 4 1．6 × 10 5 9．0 × 10 8 9．0 × 103 0 0 1．9 × 10 5

清　　　 耕　　　 区 1．3 × 10 4 4．9 × 10 1 0 0 0 0 6．2 × 10 l

降　　 雨　　 星　 叫 105 2 14 70 2 2 4 8 8 1 19 8 2 0

表3　病斑の発現数

区　　 名

春 切 枝 条 の 夏 切 枝 条 の
部位別病斑数 部位別病度数

　 甜
0～ZO
20′）40 40′〉60 0～20 20′〉40 40′〉6 0

放　 置　 区 24 0 0 5 0 0

切　 断　 区 6 0 0 2 0 0

切断 十耕短区 7 0 0 1 0 0

切断 ＋石灰区
＋耕転区

2 0 0 1 ＞ 0 0

清　 耕　 区 2 0 0 1＞ 0 0

注．枝条表面積100滋の病斑数を示す。
1982．5．11調査

4　蛾　　　　　要

努定枝を切断，排転処理し土中に埋没させることで，柄胞

子の飛散密度が低下し，柄斑数も減少し．伝染源としての

影響が軽減することを認めた。
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